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幕末の動乱期の最中に村人と衝突して非業

の死を遂げた彰義隊の隊士達を慰霊するため

大正１０年 （１９２１） に旧彰義隊頭取 （隊長）

本田晋により造立された。 隊士達を供養するた

めにこの地に石造地蔵が建てられたが、 道路の

拡張に伴い、 現在蓮花院に移されている。

大正期に豊岡町長繁田武平翠軒の

「町では公民教育が欠かさざるもので、

これを行う施設が必要」 という思いか

らつくられた県内初の公会堂。 渋沢栄

一をはじめ石川幾太郎らが建設費の一部を寄付した。 大正１２年

（１９２３） 完成し、 多くの著名人を講師として豊岡大学 （公開講

座） が開かれ、 町民が最新の知識を得る場となった。 現在は跡

地がＵＲ入間豊岡市街地住宅になっている。

蓮花院観音堂は、 天保６年 （１８３５） に再建されたもので、
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青親子の手による天井絵が見事。

境内には江戸時代に多くの人が念仏供養を行ったことをを示す

延宝９年 （１６８１） 銘の千日回向名号塔や幕末の彰義隊遭難

者を供養する石造の地蔵がある。
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顧問渋沢栄一。 現存する建物は土蔵造りで、 営業所として明治

４２年竣工。 当時のカウンターが残る。 道徳銀行と呼ばれ、 渋沢

栄一が揮毫した扁額が埼玉りそな

銀行に飾られている。

蓮花院は、真言宗智山派の寺院で、創建は建仁元年 （１２０１）、

寂連法師による開基と伝わる。 境内墓地には、 石川組製糸の石

川一族の墓がある。 観音堂本尊の木造千手観音菩薩立像をはじ

め、 ５つの市指定文化財がある。

扇町屋村の鎮守。 祭神は天照大御

神で、正平１６年 （１３６１） に新田義興、

元中５年 （１３８８） に別雷神を祀ったと

いわれている。

境内には、 入間川に在陣していた鎌倉公方足利基氏に討ち取

られた義興の首塚が伝わっている。

繁田家は江戸時代に代々黒須

村の名主役を務めた豪農商で、

江戸期後半には、 茶業や味噌醤油醸造業を始めた。 明治 ・ 大

正期にかけて町長も輩出し、 当主の繁田武平満義らは、 黒須銀

行の設立にも中心的役割を果たした。 幕末には武州世直し一揆

による被害を受け、 長屋門に切り傷の跡が残されている。

明治初期に建てられた木造２階

建ての商家。 １階が店舗で、 棟

続きに土蔵造りの合場 （茶の調合場所） が隣接する。 店舗の中

は畳敷きで 「座売り」 という昔ながらの販売スタイルが今も残る。

狭山茶を輸出していた時のラベルも飾られている。

黒須村の鎮守。 宝暦１４年 （１７６４） に

再建された本殿は市指定文化財 （建造物）

になっている。 各所に色彩豊かな花鳥霊

獣の彫刻が施され、 江戸時代中期から後期の神社建築の特徴

を残している。

のこぎり屋根の織物工場はかつて市内に

数多く存在したが、 いまではここでしか見ら

れなくなった。 トヨタ自動車のルーツ豊田佐

吉が大正時代に考案したＹ型織機が今でも使われ、 味わいのあ

る織物を製作している。

本尊は釈迦如来像。 大黒天を祀り、 地元では 「甲
きのえねさま

子様」 と

呼ばれ親しまれている。 市指定文化財の鉄造不動明王立像（室

町時代） 〈普段は公開していません〉 を安置している。

墓地には、 石川幾太郎と同世代の代議士、 粕
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の墓がある。 義三は、 藤沢村の出身で、 ミシガ

ン大学に留学して、 帰郷後粕谷家に養子に入り、 政

治家を志した。 憲政史上はじめて全会一致で衆議院

議長に就任した人物で、 能書家としても知られ、 多く

の揮毫を残している。

日光脇往還は、 江戸時代に日光東照宮の火の番役 （警護）

を任じられていた八王子千人同心が八王子と日光を往復するた

めに整備された道。 山岳信仰の参拝者や商人をはじめ、 庶民も

多く利用した。 いまも残る道標には、 人々が目指した地名が刻ま

れ、 当時の盛んな往来を現在に伝えている。

霞川流域の台地上には多くの遺跡が所在している。 入間市駅

南口側には金堀沢遺跡、 金堀沢Ⅱ遺跡、 北口側では久保遺跡、

大将陣遺跡など、 いずれも縄文時代の集落が確認されており、

古くから人々が住んでいたことが窺い知れる。

　黒須の名の由来は、「砂鉄が多い川砂のた

め、入間川の中州が黒く見えたことから『黒

須』とつけられた」「この地で入間川が屈曲し、

「くるり」、「くるわ（曲輪・郭）の屈曲を現す言葉

から変化した」などの説がある。

　川岸に桜の木が多く植えられ、花見が楽し

める場所となっている。小説「大地の園」で

は、霞川の土手に寝転がって読書などを楽し

む石川家の子どもたちが描かれている。

　戦後の米軍基地。「入間にはアメリカがあっ

た」というほど、この地域の人には大きな存在

だった。基地で働くアメリカ人が住んだ平屋で

三角屋根の家は「ハウス」と呼ばれ、ジョンソン

タウンのほか現在もいくつか残っている。返還

された跡地は航空自衛隊入間基地や稲荷山

公園、彩の森入間公園等になっている。

　飯能市名栗の大持山か

ら流れている。江戸時代に

は日光脇往還を行きかう人

が川を渡るため根岸の渡し

が設けられた。大正期に木

製の豊水橋が架けられ、さ

らに現在の豊水橋となっ

た。


